
【
学
校
教
育
目
標
】

○
自
ら
考
え
進
ん
で
学
習
す
る
子

○
思
い
や
り
の
心
で
行
動
す
る
子

環
境
教
育

の

一
環
と
し

○
進
ん
で
は
た
ら
き

て
４
年
生
が
総
合
的
な
学

最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
子

習
の
時
間
に
実
施
し
て
い

○
進
ん
で
体
を
鍛
え
る
子

る
。
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と

十

一
月
五
日

（
月
）

地
域
社
会
全
体
で
、

の
整

備

に

取
り
組
む

。

は
、

つ
ま
り
、
赤
土
の
畑

平
良
武
康

・
新
町
長
が

心
豊
か
な
本
部

っ
子
を

学

習
支
援

員

の
拡
充

な
ど
に
境
目
に
植
物
を
植

町
内

の
各
学
校
を
訪
問

育
成
す
る
こ
と
。
各
行

等

に
よ

る
児
童

生
徒

の

え
付
け
、
赤
土
の
流
出
を

し
て
、
児
童
生
徒
、
教

政
区
の
公
民
館
を
活
用

学

力
向

上
を

図
る
。
さ

防
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ

職
員
を
激
励
し
た
。
町

し
た
学
習
教
室
の
拡
充
。
ら
に
郷
土
愛
を
育
む

「
本

る
。
今
回
は
、
地
域

の
畑

長
就
任

の
所
信
表
明
に

公
設
民
営
放
課
後
ク
ラ

部

型
キ

ャ
リ

ア
教
育

」

を
活
用
さ
せ
て
貰
い
、
植

於

い
て
も
、
次
世
代
を

ブ

の
新
設
な
ど
に
取
り

の
推
進
を
図

っ
て
い
く
。

栽
活
動
を
保
護
者
と
共
に

担
う

「
武
本
部
」
人
材

組
む
。
ま
た
、
上
本
部

と
強
く
表

明
さ

れ

て
い

体
験
し
た
。

育
成
を
協
力
に
推
進
す

小
中

一
貫
校
を
は
じ
め

る
。

る
と
力
強
く
表
明
し
た
。
町
立
学
校
の
教
育
環
境

平
良

町
長
は
、

上
本

部
校
区
の
出
身
で
あ
り
、

本
校

区

へ

の
思

い
も
強

い
よ
う
で
あ
る
。
「
私
共

の
児
童

生
徒

の
頃
よ
り

も
、

現
在

の
子
共
達

は

本
部
町
役
場
職
員
の
「
比

明
る
く

ハ
キ

ハ
キ

し

て

嘉
啓

一
郎
」
さ
ん
を
講
師

元
気
が
あ
る
。
学
力

（
点

に
お
迎
え
し
て
、
本
部
町

数
）
も
大
切
だ
が
、
『
人

内

の
地
層
見
学
を
実
施
し

【
桐
葉
知
秋
】
桐
の
葉
は
、
夏

間
力

』

の
向

上

に
力
を

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

に
存
在
感
の
あ
る

一
際
大
き
な

注
い
で
欲
し
い
。
」
と
の

ざ
い
ま
し
た
。

葉
で
あ
る
。
そ
の
桐
の
葉
が

一

お

言
葉
を

い
た
だ
き

ま

枚
落
ち
る
事
で
季
節
の
変
わ
り

し
た
。

目
を
知
る
と
い
う
意
味
で
す
。

学
校
職

員

一
同
、

武

即
ち
、
僅
か
な
前
兆
を
見
て
、

本
部

の
人
材
育

成

に
、

物
事
の
本
質
を
察
知
す
る
と
い

鋭

意

努

力

し

て
行

こ
う

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

と
気
持
ち
を
新

た

に

し

う
な
眼
を
は
ぐ
く
み
た
い
も
の

た

一
日
で
あ

っ
た
。

で
す
ね
。

（
文
責

・
上
間
）

「桐葉知秋（どうようちしゅう）」：僅かな前兆を見て、物事の本質を察知する。

上本部小学校「学校便り」 平成３０年 １１月 ０９日


